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女性団員の主な活動

ラッパ隊の主な活動

1

2 1
23

団 員 資 格 ①国東市の消防団の管轄区域内に居住、または勤務する方。
②年齢18歳以上の者で心身とも健康な方。

処 遇 など ①条例に基づき年報酬・費用弁償・手当が支給されます。
②制服、制帽、活動服などを貸与します。
③公務災害補償、退職報償金（5年以上）、表彰などの制度があります。
④身分は非常勤特別職の地方公務員です。

採用予定日 4月1日（月）

申込方法 地元消防団員または消防本部にお問い合わせください。　※申込期限▶3月19日（火）
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火災予防の啓発活動、出初式や防火パレー
ドなど消防団行事の運営・補助

災害時の後方支援（炊き出しや避難者のお
世話など）

救急講習受講による指導員資格の取得

1 式典での吹奏
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基本団員の主な活動
消火活動や風水害、地震などの災害
防御活動

火災予防の啓発・周知など平常時に
も幅広い活動

出初式で受賞者代表謝辞を述べる黒木康貴さん

　消防団は、地域の防火・防災の要として重要な役割を担っています。しかし、少
子高齢化・過疎化により、消防団機能の維持が難しくなっています。市民の安全・
安心とふるさとを災害から守るために、ぜひ皆さまの力をお貸しください。

申・問 消防本部　庶務課 72-1102
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